
     たたら製鉄が地域の自然や文化に与えた影響 
兵庫県立人と自然の博物館 先山 徹氏 
「赤穂に塩田を作り出した播磨北部のたたら製鉄」より

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古墳時代から明治時代初期にかけて、日本列島の各地で「たたら製鉄」が盛んに行われた。 
なかでも、中国山地は最大の生産地。 
「たたら製鉄」には、大量の炭と砂鉄が必要であり、これら採取のために周辺の山々を切り崩し、

自然に大きな影響を与えた。  
日本の産業を支えた「たたら製鉄」が地域の自然・文化に与えた影響を兵庫県西播磨千種川流域

の「たたら製鉄」に見た。 
 



たたら製鉄に必要な砂鉄量の確保と山の切崩し 
 

1. 永代たたら操業 一回で 砂鉄 13t・木炭 13t から 2.5～3 トンのケラ塊が得られる 

2. ケラの 1/4～1/3 が玉鋼 

3. 最盛期 ひとつの高殿で年間 50～60 回操業 

4. 全国年間生産量 8000～10000 トン（江戸時代） 

5. 日本刀 1 本（70cm）に 4.5ｋｇの玉鋼が必要 
6. 磁鉄鉱の比重 5.5 
7. 花崗岩の中に含まれる磁鉄鉱の量 0.1～1.0 vol.% 

 
● 磁鉄鉱を含む花崗岩 約 30～４０ �を切り崩すと１トンの砂鉄が取れる 

  一回の操業で約 13ｔの砂鉄を使うとすると約 500 � の山をくずさねばならぬ。 

  そのほとんどが 鉄穴流しで土砂として下流に運ばれ、下流域・河口に堆積。また 山はその形を変える。 

  木炭もやまの木々が切られ作られる事を恩が得るとその凄さが見て取れる。 

 

 

       
 



 

 
 


